
「手引き」の解説および学習のポイント

ウルソデオキシコール酸は、肝臓病に注意
・利胆作用（胆汁の分泌を促し、消化を助ける）を有する。
・肝機能を高める作用もあるとされる。
・肝臓病の診断を受けた人は服用前に相談。肝機能を悪化させるおそれがある。

胃粘膜保護・修復成分にもアルミニウムを含む成分が
・アルジオキサ、スクラルファートはアルミニウムを含む胃粘膜保護・修復成分。
・透析を受けている人は服用しない。透析を受けていない人も長期連用は避ける。

ポイント8

ポイント9

�マグネシウムといったら、制酸作用と瀉下作用。腎臓病の患者は要注意。

�アルミニウムといったら、制酸作用と止瀉作用。連用でアルミニウム骨症、アルミニウム脳症。腎
臓病の患者は要注意。透析患者には使用しない。

�カルシウムといったら、制酸作用と止瀉作用。カルシウムの補給。腎臓病の患者は要注意。

�重曹といったら、炭酸水素ナトリウム。高血圧患者は要注意。

�合成ヒドロタルサイト、アルミン酸マグネシウムといったら、アルミニウムとマグネシウムを含む。

�アルジオキサ、スクラルファートといったら、アルミニウムを含む。

�ボレイといったら、カルシウム。

�グリチルリチン酸、カンゾウといったら、偽アルドステロン症。グリチルリチン酸1日40mg、カ
ンゾウ1日1gならば長期連用はだめ。

�グリチルリチン酸、カンゾウといったら、高齢者、むくみ、心臓病、腎臓病、高血圧の患者には要注意。

�ピレンゼピン塩酸塩といったら、胃酸分泌抑制。抗コリン作用。

�セトラキサート塩酸塩といったら、血栓のある人には要注意。体内でトラネキサム酸になるよ。

胃の薬
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